
行政機関が直面するユニークな課題を把握している AvePoint が提供する全庁ポータルは、文書が作成されてから廃棄されるまでのすべ
ての過程をカバーし、業務を安心かつスムーズに進行するためのソリューションを提供します。

AVEPOINT 全庁ポータル / 文書管理システム (DMS) 

AVEPOINT 全庁ポータル / 文書管理システムとは 

FOR MICROSOFT CITYNEXT

街のイノベーションとデジタル化が加速する中、既存のシステム間の互換性の欠如、そしてカオス化する情報アーキテクチャに対する対策を
怠ることは、巨額の損失につながりかねません。また、職員が必要な情報にすぐにアクセスできない環境は、業務の複雑化や時間の浪費
を引き起こし、生産性に悪影響を及ぼします。このような事態を防ぐため、文書管理の適切な実行は、省庁や行政機関にとって必要不
可欠といえます。

AvePoint は、情報へのタイムリーなアクセスと双方向的情報共有を実現するソリューションにより、行政機関による効果的なデータ管理
とコラボレーションを実現します。AvePoint の全庁ポータル / 文書管理システム (DMS) は、コンプライアンス対策を織り込むことにより、
不適切なアクセスを防止しつつ、データがいつでも ・ どこでも ・ 誰にでもアクセスできる環境を実現します。 

既存の行政情報資産をデジタル化
し、一点集中管理します。 

複数の行政機関のレガシー プラット
フォームから横断的 ・ スムーズにデー
タを統合し、データの脱サイロ化を実
現します。

外勤する機関職員 ・ パートナー ・ 契
約職員に、コンテンツへの安全なリ
モート アクセスを提供します。

文書の作成時に自動的に分類を実
行し、また文書の発見と管理を簡単
にするシステムを構築することにより、
コンプライアンス違反の発生を防止し
ます。

文書へのアクセス権限の容易な管
理・文書の使用状況の監視とレポー
ト ・ 文書のライフサイクル管理の自
動化を実現します。

ビジネス継続性と耐障害性が 24 時
間 ・ 365 日保証されることを確実
化します。事故および悪意ある削除 ・
修正の際でも、サービス レベル合意 
(SLA) を保持します。 

プロセスの見える化とレポート作成に
より、職員の過失による情報流出 ・
紛失を防止します。

管理 保護作成



AvePoint がご提供する Microsoft の CityNext 対応ソリューションに関する詳細情報については、SalesJP@AvePoint.com までお問い合わせください。 
次のステップ

その他ご希望の方はお問い合わせください。

AVEPOINT 全庁ポータル / 文書管理システムの利点

複数のレガシー システムを最新のプラットフォームに統合することにより、総合的投資利益率 (ROI) を最大化するとともに、ユーザーに
統一感のあるシステムを提供します。

各情報資産の性質を判断するとともに、情報システムを再構築し、さらに必要な場合には構成とセキュリティ チェックを一括で適用する
ことにより、複雑な管理体制をシンプルなものへと変革します。

資産の自動プロビジョニングを含む、拡張可能性の高いデータ ガバナンス戦略を導入することにより、 IT 部門の業務効率性を向上さ
せます。

どの情報がアクセス ・ 共有 ・ 修正されたのかに関するレポートを提供することによってプロセスの透明度を向上させ、職員の過失による
情報流出 ・ 紛失を防止します。

事前定義された情報ガバナンス ポリシーを導入することにより、IT 環境を情報漏えい ・ 汚染 ・ 誤用から保護します。 

カスタマイズ可能なレポート ・ 継続的な監視体制 ・ ポリシー遵守環境などを提供することにより、インシデントに対する迅速な対応を実
現し、コンプライアンスに対応します。

1 クリックでの障害復旧フェールオーバー機能により、ビジネス継続性といつでも実行可能な障害復旧能力を提供します。 

迅速かつ簡単に文書を完全リカバリーすることにより、SLA を守りながら重要情報 ・ 機密情報を保護します。

事前定義されたストレージ ポリシーおよび保持ポリシーに則った、自動でアクションが実行される文書ストレージ / アーカイブ管理体制を
構築し、外部監査や内部規制に対応します。 

行政機関職員

行政機関管理職 / 意思決定者

ばらばらに存在していたシステムを単一のプラットフォームに一点集約することにより、他機関の職員 ・ ベンダー ・ 契約職員 ・ 住民と
のコラボレーションを強化します。

体系的に構築された情報アーキテクチャと統一化された UI により、業務生産性の向上を実現します。

デジタル資産の安全性を保持しつつ、端末の種類 ・ 場所 ・ 外部ユーザーと内部ユーザーの別を問わず、どこで ・ だれと ・ どのように
してコラボレーションを実現するのかの自由な選択肢をユーザーに提供します。

組織のポリシーに即して構成され、責任者の承認プロセスを組み込んだ IT セルフ サービスをユーザーに提供することにより、エンド 
ユーザー向け SLA の向上と IT ボトルネックの解消を実現します。

エンド ユーザーが使い慣れているキーワード検索を、複数のプラットフォームを対象として使用可能にします。また、検索条件と結果は
保存しておくことも可能です。 

V: 04222015_JP_02

© AvePoint, Inc. All rights reserved. DocAve、AvePoint および AvePoint のロゴは、AvePoint, Inc.の商標です。その他記載の商標および登録商標は、それぞれの会社の商標または登録商標です。


